


【別紙】 経営管理権集積計画の内容 

番
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経営管理権に基づいて行われる 

経営管理の内容 
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費を控除してなお利益がある場
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びに当該金銭の支払の時期、相

手方及び方法 
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委託が解除されたもの

とみなされた時におけ

る清算の方法 

備

考 

① 

別 添 集 積

計 画 の 公

告日以降 

５年 千歳市（以下、「市」という。）は、存続

期間中に枯損木、傾斜木等の危険木の伐採又

は間伐を１回実施することにより健全な林分

の育成を図るものとする。なお、重機による

伐採が必要な場合については、森林作業道の

設置及び支障木の伐採を実施するものとす

る。 

 

市は、火災、病虫害及び気象害の予防及び

被害状況の確認のため、年２回程度の森林の

巡視を行うものとする。気象害等により倒木

が発生し、市道の通行に支障が生じる恐れの

ある場合は、必要に応じて倒木処理を行うも

のとする。 

経営管理権に基づき市が実施

する間伐の結果生じた木材の販

売による収益は市のものとする。 

 

市が経営管理を行うために要

した経費は市が負担するものと

する。 

市から森林所有者に

対して金銭の支払は行

わない。 

 


